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解決すべき課題

・コロナの影響によって、一段と医療・介護施設内
での介護者の衛生行動に確認が必要となっている。
・コロナの影響によって、医療・介護施設への訪問
制限が掛かり、介護者の行動を知ることが出来なく
なっている。
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解決手段・方法
・介護者が持つスマホなどの携帯センサによって、
行動を遠隔から確認。
・携帯センサのデータをwebを通して、収集、分析
・センサ行動認識によって、介護者が行う手指衛生
や、被介護者への手当の有無などを確認

得られる価値
・医療・介護施設内での行動（毎日の検温、医療・
介護従事者の感染予防）の確認が行える。

・医療・介護施設外での行動（感染予防、感染経路
の特定、高齢者のフレイル予防、基礎疾患を持つ方
の生活習慣改善、感染予防）が確認できる。

本技術のポテンシャル（有用性・国際的状況）

・コロナの影響によって医療・介護施設内での衛生
管理が求められ、人の行動そのものを管理する必要
が喫緊の課題となっている中、今や普通にもたれる
スマホを使った人の行動予測は非常に有用。
・今回のコロナに対する予防対策は、全世界的であ
り、現地状況に大きな違いがある中、人の行動全般
を理解するプラットフォームがあることが重要。


